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水害に強い地域づくり協議会
～協議会の活動概要～

 河川、湖沼、水路等で、万一はん濫が生じた場合にも、適切に対応し、はん
濫被害を最小化できる地域社会づくりを目指す。

 市・県（・国）が協働し、必要な調査検討を行い、地域特性に応じた適応策を
実施する。

 検討項目は各市町担当者から
提案（アンケート調査等による）
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地域 開始年月 参加市町

琵琶湖湖南流域 平成16年08月 大津市・草津市・守山市・栗東市・野洲市

湖北圏域 平成19年06月 長浜市・米原市

東近江流域 平成20年11月 近江八幡市・東近江市・日野町・竜王町

甲賀圏域 平成23年03月 甲賀市・湖南市



■ 智恵の伝承方法

① 水害履歴のある自治会を抽出し、調査依頼

② 聞き取り調査の実施

③ 調査記録のデーターベース化

④ 郷土誌や被災時の写真は一時借用し、記録後返却

⑤ ホームページ上に掲載

風化しつつある水害文化の再生
～智恵の収集・伝承・活用～
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水害発生時の避難計画
～避難時の課題抽出から地区別避難計画の検討へ～
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－地区別避難計画の検討－

 DIGによる災害時の避難シミュレーションで問題点の実態把握
 地震災害は事後避難、洪水災害は事前避難が原則とされるが．．
 兵庫県佐用町の水害に学ぶ

– 自主避難時に濁流にのみこまれ、命を失う
– 洪水の状況（内水氾濫）と建物の状況から水平避難か垂直避難か





新潟県三条
市の様子

決壊した五
十嵐川堤防

出川への設置イメージ

姉川 市道橋
（昨年度設置）

簡易量水標

まるごとまちごとハザードマップ

浸水情報の提供

姉川・高時川浸水想定区域図

＋滋賀県浸水マップ



これらの活動の成果とは何か？

まちあるきをして，マップが作成される

地域の脆弱な部分が確認できる
「気づき」が得られる

リスク・コミュニケーションの段階ーRowan (1994)のCAUSEモデル
step 1) 信頼の確立（Credibility）
step 2) リスクに気付かせる（Awareness）
step 3) リスクについての理解を深める（Understanding）
step 4) 解決策（対処行動）の理解を得る（Solutions）
step 5) 対処行動を引き起こさせる（Enactment）

地域の防災力向上のためには，Step５まで到達することが大切



できたマップは，まだ単なるOutput（結果）であってOutcome（成果）ではない

マップができたことに対して満足し，安心してしまっていないか？

「こんなことすらできていなかった以前と比べれば，．．．」

これをもとに地域内でコミュニケーションを続けて，
• 実効性のある計画
• 柔軟性のある行動イメージ
を作ることが大切



図上訓練から見出された次の課題

身体障害者施設の
「逃げない」という選択

広域避難だけでなく優先救助の問題にも展開


